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千
葉
県
木
更
津
方
面
の
算
額
見
学(

上) 

 
 

十
月
二
十
六
日
（
金
）
、
木
更
津
方
面
の
算
額
を

日
帰
り
で
見
学
し
て
き
た
。
千
葉
県
の
算
額
見
学
は

一
年
以
上
も
前
か
ら
考
え
て
い
た
が
中
々
実
行
出
来

ず
に
い
た
が
、
や
っ
と
そ
の
一
部
を
実
行
で
き
た
。 

 

『
千
葉
県
の
算
額
』（
昭
和
四
十
五
年
刊
）
と
い
う

本
を
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
入
手
し
た
の
は
二
年

半
前
の
二
〇
一
六
年
三
月
。
著
名
な
平
山
諦
先
生
の

序
文
も
い
い
が
、
結
構
高
尚
な
内
容
の
算
額
も
あ
る

こ
と
を
知
り
興
味
を
持
っ
た
。
そ
し
て
実
際
の
見
学

の
可
能
性
を
調
べ
、
見
学
の
順
路
も
考
え
て
い
た
の

に
、
中
々
尋
ね
ら
れ
な
か
っ
た
。 

 

今
回
尋
ね
た
の
は
、
木
更
津
市
の
高
柳
不
動
、
富

津
市
の
吾
妻
神
社
と
六
所
神
社
（
大
明
神
）、
君
津
市

の
神
野
寺
の
四
ヶ
所
。
地
元
羽
村
を
六
時
の
電
車
に

乗
り
、
木
更
津
に
着
い
た
の
は
九
時
半
。
駅
近
く
で

レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
て
四
ヶ
所
を
廻
っ
た
。
事
前
連

絡
は
一
切
せ
ず
、
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
の
見
学
だ

っ
た
が
各
所
の
算
額
を
見
学
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

た
だ
、
無
住
の
神
社
で
は
算
額
が
惨
め
な
状
態
に
置

か
れ
て
い
る
こ
と
に
や
る
せ
な
い
思
い
も
し
た
。 

 

一
、
高
柳
不
動
の
算
額
（
木
更
津
市
本
郷
） 

 

高
柳
不
動
は
新
御
堂
寺
と
い
い
真
言
宗
の
寺
院
。

運
良
く
住
職
に
会
う
こ
と
が
で
き
、
不
動
堂
に
案
内

し
て
頂
き
見
学
で
き
た
。
小
振
り
な
算
額
だ
っ
た
が

残
念
な
こ
と
に
文
字
は
ほ
と
ん
で
読
め
ず
図
形
が
確

認
で
き
る
程
度
だ
っ
た
。
住
職
は
あ
ま
り
興
味
が
な

さ
そ
う
だ
っ
た
が
、
若
奥
さ
ん
ら
し
き
方
が
書
き
写

さ
れ
た
少
し
古
い
資
料
な
ど
を
見
せ
て
く
れ
た
。
私

が
『
千
葉
県
の
算
額
』
に
書
か
れ
て
い
る
問
題
内
容

を
説
明
す
る
と
納
得
し
た
よ
う
だ
っ
た
。
そ
の
方
に

は
飲
み
物
や
御
菓
子
の
差
入
れ
を
頂
き
恐
縮
し
た
。 

以
下
は
主
に
『
千
葉
県
の
算
額
』
か
ら
引
用
。 

大
き
さ
は
75×

49.5
㎝
で
け
や
き
の
一
枚
板
。
近
く

の
西
山
の
岩
崎
英
山
が
奉
納
し
た
も
の
で
、
天
保
甲

辰
（
天
保
15
年
＝
弘
化
元
年
＝
一
八
四
四
）
九
月
と

あ
る
。問
題
は
一
問
。難
し
く
は
な
さ
そ
う
な
容
題
。 

 

岩
崎
英
山
は
、「
木
更
津
市
西
山
の
人
、
通
称
半

右
衛
門
、
俗
称
清
蔵
、
英
山
は
初
め
市
原
市
五
井
在

の
白
塚
の
寺
の
坊
門
に

学
ん
だ
の
ち
江
戸
よ
り

帰
っ
て
来
た
栄
角
堂
鳩

山
に
師
事
す
。
鳩
山
は

江
戸
長
谷
川
善
左
衛
門

派
を
学
ん
だ
と
云
う
。

英
山
の
父
は
生
花
の
先

生
で
あ
っ
た
。
天
保
十

五
年
に
高
柳
不
動
に
算

額
奉
納
、
門
人
達
が
多

く
習
い
に
来
た
。
明
治

十
五
年
九
月
十
八
日
没

す
。
年
六
十
七
才
。
其
子
山
田
清
吉
も
又
数
学
を
学

ぶ
、
家
を
出
て
山
田
氏
を
継
ぐ
」
と
あ
る
。 

 

撮
影
し
た

写
真
の
わ
ず

か
な
痕
跡
と

『
千
葉
県
の

算
額
』
か
ら

類
推
す
る
と

下
図
の
よ
う

な
配
置
に
な

る
。 題

意
は
明

確
で
図
の
よ

う
に
外
円
の

中
に
大
円
と

小
円
が
あ
る

 

第
57
号 

 

平
成
三
〇
年(

二
〇
一
八)

十
二
月
二
日 

発
行
部
数 

十
五
部 

 
 
 
 
 

（
不
定
期
刊
行
） 

 

発
行
者 

 

東
京
都
羽
村
市 

山
口 

正
義 

 
 

       
 
 
 
 
 
 

田
舎
の
和
算
研
究
の
個
人
通
信 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
題
字 

伊
藤
武
夫
氏
） 

 

 

奉
納 

今
有
如
圖
容 

外
圓
内
大
圓 

六
個
小
圓
三 

個
外
圓
徑
若 

干
問
得
小
圓 

徑
術
如
何 

答
曰
依
左
術
得
小
圓
徑 

術
曰
置
八
個
開
平
方
以
減 

三
個
余
乗
外
圓
徑
得
小
圓 

徑
合
問 

西
山 

永
久
堂
岩
崎
英
山
印 

印 

天
保
甲
辰
歳
九
月
吉
日 

2𝑥 = (3 − √8)2𝑎 天保 15年の高柳不動の算額 
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と
き
外
円
の
径
か
ら
小
円
の
径
を
問
う
も
の
。 

 
二
、
吾
妻
神
社
の
算
額
（
富
津
市
西
大
和
田 

） 

 

吾
妻
神
社
は
富
津

市
内
の
旧
七
村
の
氏

神
様
。「
馬
だ
し
祭
り
」

が
有
名
と
い
う
。
日

本
武
尊
の
身
代
わ
り

と
し
て
走
水
に
入
水

し
た
弟
橘
媛
の
遺
品

を
祭
っ
た
と
伝
え
ら

れ
、
神
霊
を
馬
の
上

に
移
し
て
若
者
が
馬

の
手
綱
を
つ

か
み
砂
浜
を

駆
け
回
る
勇

壮
な
神
事
と

あ
る
。
五
穀

豊
穣
や
海
上

の
安
全
、
大

漁
を
祈
願
す

る
古
い
祭
り

の
形
態
を
今

に
残
す
神
事

と
し
て
県
の

無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。 

吾
妻
神
社
に
は
文
久
二
年
と
明
治
十
年
の
算
額

が
あ
る
と
い
う
が
、
見
学
出
来
た
の
は
後
者
。
無
住

の
様
子
だ
っ
た
の
で
、
立
派
な
拝
殿
の
中
に
勝
手
に

入
り
額
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
左
側
奥
の
少
し
高
い
所

に
算
額
が
あ
っ
た
。
少
し
暗
か
っ
た
の
で
懐
中
電
灯

で
確
認
し
た
。
撮
影
し
た
写
真
を
見
る
と
全
文
で
は

な
い
が
ほ
ぼ
確
認
出
来
た
。読
み
づ
ら
い
部
分
は『
千

葉
県
の
算
額
』
で
補
っ
て
全
文
を
示
す
。
掲
額
者
は

「
関
流
九
伝
正
統 

斎
藤
精
三
藤
原
善
満
門
人 

坂

部
治
郎
助
橘
清
義
」
と
あ
る
。
斎
藤
精
三
は
こ
の
地

方
の
有
力
算
家
の
鈴
木
重
昌
の
門
人
で
、
重
昌
は
関

流
の
長
谷
川
弘
の
門
人
で
あ
っ
た
。
大
き
さ
は
115×

96
㎝
で
、
二
問
あ
る
。 

 

一
問
目
の
問
い
は
、
図
の
様
に
外
円
の
中
に
正
三

角
形
と
小
円
が
三
個
、
大
円
が
六
個
あ
り
、
外
円
径

が
30
寸
、
小
円
径
が
5
寸
の
と
き
、
大
円
径
は
何

寸
か
、
と
い
う
も
の
。 

二
問
目
の
問
い
は
、
図
の
様
に
六
つ
の
正
方
形
と

八
つ
の
正
三
角
形
で
で
き
た
籠
の
中
に
球
が
周
り
に

接
す
る
よ
う
に
あ
る
と
き
、
籠
の
角
辺
が
3.8
寸
な
ら

ば
球
の
直
径
は
何
寸
か
、
と
い
う
も
の
。 

『
千
葉
県
の
算
額
』
に
は
、「
和
算
で
は
た
ん
に

三
角
、
四
角
と
あ
る
は
正
三
角
形
、
正
四
角
形
の
こ

と
。
二
問
目
は
四
角
六
面
三
角
八
面
の
キ
リ
コ
の
問

題
。
は
じ
め
平
面
上
に
正
六
角
形
を
画
き
、
そ
の
一

辺
を
一
辺
と
す
る
正
四
角
形
を
一
つ
お
き
に
こ
の
平

面
に
垂
直
に
立
て
掛
け
、
こ
の
三
つ
の
正
四
角
形
を

内
部
に
た
お
し
て
二
つ
づ
つ
頂
点
を
合
わ
せ
る
よ
う

に
す
る
と
キ
リ
コ
の
半
分
が
で
き
る
。
問
題
中
に
毎

面
と
あ
る
は
キ
リ
コ
の
一
辺
を
指
す
」
と
あ
る
。 

 

鈴
木
重
昌
に
つ
い
て
は
後
述
。 

  
 

今
有
如
圖
圓
内
容
三
角
及
小 

圓

大
圓

只
云
外
圓
徑

 

小
圓
徑

問
大
圓
徑
幾
何 

答
曰
大
圓
徑
八
寸
九
分
八
釐
九
毫 

有
奇 

術
曰
外
徑
三
段
之
内
減
小
徑
二
段

乘
外 

徑

開
平
方
内
减
天
半
之
得
大
徑
合
問 

 

今
有
如
圖
四
角

三
角

之 

截
籠
之
中
容
球

 
只
言
毎
面

問
球
徑
幾
何 

答
曰
球
徑
六
寸
五
分
八
釐
壹
毫

 

術
曰
置
三
個
開
平
方
乘
等
面

得
球
徑
合
問 

關
流
九
傳
正
統 

當
國
天
羽
郡
上
村
住 

斉
藤
清
三
藤
原
善
満
門
人 

同
邸 坂

部
治
郎
助
橘
清
義 

明
治
十
年
丁
丑
如
月 

 

明治 10年の吾妻神社の算額 
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三
、
六
所
神
社
の
算
額
（
富
津
市
寺
尾 

） 
六
所
神
社
と
名
乗

る
神
社
は
日
本
全
国

に
あ
る
。
ネ
ッ
ト
情

報
に
は
社
名
は
六
柱

の
神
を
祭
神
と
す
る

こ
と
に
よ
る
と
あ
る

が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

「
六
所
宮
」
と
も
い

う
ら
し
い
。 

こ
の
神
社
は
由
緒

不
明
だ

が
明
和

六
年
の

石
灯
篭

が
あ
る

と
い
う

の
で
そ

れ
な
り

に
歴
史

は
あ
り

そ
う
だ
。

昭
和
四

十
五
年

発
行
の

『
千
葉
県
の
算
額
』
に
は
「
神
官
は
高
橋
東
麿
さ
ん

で
郷
土
史
研
究
家
」
と
あ
る
が
、
今
は
無
住
の
様
で

社
務
所
も
人
の
気
配
は
な
い
。
算
額
が
あ
る
拝
殿
は

荒
れ
て
い
て
無
残
な
状
況
に
あ
る
。
ガ
ラ
ス
障
子
は

所
々
の
ガ
ラ
ス
が
割
れ
雨
は
凌
げ
る
も
の
の
、
内
部

は
吹
き
さ
ら
し
状
態
で
あ
る
。
算
額
は
図
形
は
あ
る

程
度
わ
か
る
が
、
文
章
は
写
真
を
拡
大
し
て
み
て
も

不
明
文
字
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
こ
の
算

額
の
運
命
が
心
配
に
な
る
。
現
状
を
憂
う
。 

『
千
葉
県
の
算
額
』
に
よ
れ
ば
、
掲
額
者
は
関
流

数
学
鈴
木
重
昌
門
人
の
神
子
利
左
衛
門
、
及
び
林
廉

蔵
で
、
明
治
四
年
と
あ
る
。
159×

162
㎝
で
二
問
。 

撮
影
し
た
写
真
と
『
千
葉
県
の
算
額
』
と
か
ら
で

全
文
を
示
す
。 

                          

一
問
目
の
問
い
は
、
図
の
よ
う
に
七
個
の
乙
球
が

環
状
に
並
ん
で
互
い
に
接
し
、
そ
の
上
に
甲
球
が
乗

っ
て
い
て
、
そ
の
全
体
が
外
球
の
中
に
接
す
る
よ
う

明治 4年の六所神社の算額 

荒れた拝殿内部（左上に当該の算額） 

正面が拝殿 

今
有
如
圖
球
内
乙
球

連
環
而
載
甲

球

只
云
外
球
徑
一
十
二

寸
甲
球
徑
八
寸
問
乙
球
徑
幾
何  

答
曰
乙
球
徑
四
寸
七
分
〇
七
毫
一
絲
〇

有
奇 

術
曰
以
甲
球
徑
除
外
球
徑
名
天
以
外
球
徑
除
甲
球
徑
加

天
内
減
一
個
乘
角
中
徑
率
冪

加
一
個
以
除

外
徑
得
乙
球
徑
合
問  

 

今
有
如
圖
五
角
之
内
以
五
斜
作
内
五
角

面
其
三
斜
之
内
容
等
側
圓
只
云
外
五
角

面
一
十
五
寸
側
圓
短
徑
一
寸
問
長
径
幾

何

 

 

 
 
 

答
曰
側
圓
長
徑
一
十
四
寸
一
分
一
釐
三
毫
有
奇 

術
曰
置
五
個
開
平
方

以
減
五
個
之
内
除
□
□
而
開
平

方
乘
外
五
角
面
名
丑
内
減
短
徑
名
寅
加
丑
以
除
短
徑
□

之
乗
三
個
与
□
□
□
一
個
乘
寅
以
丑
除
之
開
平
方
乘
外

五
角
面
得
側
圓
長
徑
合
問 

  

關
流
數
學 

当
国
周
准
郡
貞
元
村 

鈴
木
治
兵
衛
重
昌
門
人 

加
藤
村 

前
術 

神
子
利
左
衛
門 

同
国
同
郡
大
和
田
村 

後
術 

林 

廉
蔵
盈
潔 

明
治
四
辛
未
清
明 

算
額
の
文
字
は
『
千
葉
県
の
算
額
』
を
元
に
し
、

撮
影
し
た
写
真
を
見
て
一
部
修
正
し
ま
し
た
。 
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に
あ
る
。
外
球
の
径
が
十
二
寸
、
甲
球
の
径
が
八
寸

な
ら
乙
球
の
径
は
幾
つ
か
、
と
い
う
も
の
。
角
中
径

の
値
も
条
件
と
し
て
付
さ
れ
て
い
る
。 

 

二
問
目
は
、
図
の
よ
う
に(

外)

正
五
角
形
内
に
各

辺
に
平
行
で
一
つ
の
頂
点
を
通
る
線
で
出
来
る
内
五

角
形
を
作
る
と
き
出
来
る
三
角
形
内
に
側
円
を
内
接

さ
せ
る
。
外
正
五
角
形
の
一
辺
が
十
五
寸
、
側
円
の

短
径
が
一
寸
な
ら
長
径
は
幾
つ
か
、
と
い
う
も
の
。 

『
千
葉
県
の
算
額
』
に
は
、「
は
じ
め
平
面
上
に

乙
球
の
中
心
が
正
七
角
を
作
る
よ
う
に
な
ら
べ
る
。

そ
の
上
に
甲
球
を
の
せ
て
、
乙
球
、
甲
球
を
内
接
す

る
外
球
を
考
え
れ
ば
よ
い
。
七
角
の
角
中
径
率
と
は

円
に
内
接
す
る
正
七
角
形
の
一
辺
を
一
と
す
れ
ば
、

円
の
半
径
は
一
・
五
二
三
八
二
四
三
五
と
な
り
、
半

径
と
の
比
が
率
で
あ
る
。
七
角
中
径
率
冪
と
は
こ
の

二
乗
の
一
・
三
二
八
で
あ
る
」、「
五
角
の
二
面
斜
と

は
面
（
す
な
わ
ち
辺
）
を
二
つ
は
さ
ん
だ
対
角
線
を

言
う
。
但
し
、
こ
の
場
合
は
内
五
角
面
と
平
行
と
あ

る
が
、
実
は
一
致
す
る
。
従
っ
て
二
等
辺
三
角
形
に

な
っ
て
い
る
」、
と
あ
る
。 

 

鈴
木
治
兵
衛
重
昌
に
つ
い
て
（『
千
葉
県
の
算
額
』
等
か
ら
） 

「
文
化
九
年(

一
八
一
二)

江
戸
に
生
る
。
初
名
栄
昌
、

字
は
伯
陽
、
通
称
は
治
兵
衛
、
号
は
駅
路
軒
。
父
は

利
八
、
安
房
泉
の
産
、
江
戸
日
本
橋
で
理
髪
業
取
締

を
な
す
。
母
い
と
君
津
郡
貞
元
村
の
人
、
重
昌
七
才

の
時
よ
り
、
御
殿
女
中
を
し
た
祖
母
の
手
に
貞
元
村

で
養
育
せ
ら
る
。
算
学
を
宮
城
流
川
崎
甚
左
衛
門
正

行
に
学
び
、
後
江
戸
に
出
て
算
学
家
長
谷
川
善
左
衛

門
弘
の
門
に
入
り
関
流
を
学
び
嘉
永
五
年
見
題
免
許

を
得
、
後
又
隠
題
免
許
を
得
る
。
天
保
六
年
母
没
し

貞
元
村
に
帰
り
、
先
師
の
遺
を
受
け
数
学
を
錬
磨
し

て
門
人
等
を
指
導
す
。
門
人
に
て
見
題
免
許
を
与
え

ら
れ
る
者
八
人
な
り
。
又
、
名
乗
を
許
さ
れ
る
者
六

十
六
名
、
其
他
門
に
入
る
者
五
百
人
に
及
ぶ
。
重
昌

老
い
て
病
む
、
門
人
中
の
有
志
七
十
五
名
と
重
昌
の

孫
泰
次
郎
と
相
謀
り
て
明
治
十
三
年(

一
八
八
〇)

寿

碑
を
君
津
町
八
幡
神
社
境
内
に
建
つ
、
同
年
四
月
七

日
没
す
。
年
六
十
九
才
。
妙
音
院
鈴
木
善
了
観
信
士

と
諡
す
。
免
許
門
人
七
名
で
墓
碑
を
建
て
辞
世
の
句

を
刻
す
。
重
昌
に
男
子
な
く
二
女
あ
り
、
長
女
家
を

つ
ぎ
、
大
工
卯
之
助
を
養
子
に
し
、
家
事
に
当
る
。

孫
泰
次
郎
亦
算
学
に
志
し
、
重
昌
死
後
は
幼
弱
な
為

に
重
昌
門
人
に
算
学
を
修
め
、
祖
父
の
志
を
つ
ぐ
」。 

 
相
当
な
人
物
の
よ
う
に
み
え
る
が
、『
明
治
前
日
本

数
学
史
』
や
『
増
修
日
本
数
学
史
』
に
一
つ
と
し
て

そ
の
名
が
な
い
の
は
ど
う
し
た
こ
と
か
。
少
し
調
査

が
必
要
か
も
知
れ
な
い
。 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

講
演
会 

 

十
一
月
十
一
日
と
二
十
七
日
に
小
さ
な
講
演
会
に

講
師
と
し
て
呼
ば
れ
、
共
に
一
時
間
半
ほ
ど
喋
り
ま

し
た
。
前
者
は
『
北
武
蔵
の
和
算
家
』
を
出
版
し
た

こ
と
か
ら
出
版
社
の
社
長
も
理
事
を
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
か
ら
の
依
頼
。
東
松
山
市
で
空
き
民
家
を
利
用
し

て
活
動
し
て
い
る
団
体
で
す
。

演
題
は
書
名
と
同
じ
で
、
民
家

の
座
敷
で
の
講
演
に
三
十
名
程

の
方
に
熱
心
に
聞
い
て
頂
き
ま

し
た
。
質
問
も
良
か
っ
た
。 

 

後
者
は
十
年
前
に
出
版
し
た
『
天
文
大
先
生
千
葉
歳

胤
の
こ
と
』
が
縁
と
な
り
、
歳
胤
の
地
元
の
飯
能
市

虎
秀
の
公
民
館
か
ら
の
依
頼
。少
し
広
め
の「
講
堂
」

で
凡
そ
四
十
名
の
方
に
熱
心
に
聞
い
て
頂
き
ま
し
た
。

演
題
は
「
飯
能
出
身
の
天
文
暦
学
者
と
和
算
家
」
で

歳
胤
と
石
井
弥
四
郎
の
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。 

 

と
も
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
入
念
に
準
備
し
た
積

も
り
で
し
た
が
、
喋
っ
て
い
る
と
「
わ
か
り
ず
ら
い

か
な
」
と
自
身
が
思
う
個
所
も
あ
り
、
不
慣
れ
を
感

じ
た
次
第
で
す
。 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

編
集
後
記 

医
療
費
の
「
妊
婦
加
算
」
が
話
題
に
な
っ
た
。
詳

し
く
調
べ
れ
ば
理
由
は
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
少
子
化

が
深
刻
で
妊
婦
を
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト
す
べ
き
な
の
に

真
逆
だ
。
何
故
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
平
然
と
決
め
ら

れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
不
思
議
だ
。 

木
更
津
周
辺
に
算
額
の
見
学
に
行
っ
て
来
た
。
今

号
は
そ
の
紹
介
み
た
い
な
も
の
で
、
次
号
も
続
き
の

紹
介
を
し
た
い
。
幾
つ
か
の
問
題
に
も
挑
戦
し
て
み

た
い
。
千
葉
県
に
は
ま
だ
見
た
い
算
額
が
あ
る
の
で

機
会
を
作
っ
て
見
学
し
た
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。 


